
Stefano Maiorana 教授 講演会 
 

（University of Milano, イタリア） 
 

演 題 Peptide Nucleic Acids Metal Conjugates as 
Spectroscopic and Electrochemical Probes for DNA 
Recognition 

 

日 時 平成１６年１２月 ９日（木） １６時００分〜１８時００分 

場 所 東京大学大学院理学系研究科化学教室 ４階講義室（１４０４号室） 

連絡先 東京大学大学院理学系研究科化学専攻 奈良坂紘一（内線２４３４３） 

Maiorana 教授は，Fischer 型カルベン錯体やアレーンクロム錯体を用いる有機合成反応を開発

しています。本講演では，ＰＮＡと金属複合体に関する最近の研究を紹介して頂きます。 


